
 

リスクコミュニケーション「身近な食品のリスク」 

～今日から知って、考えて、行動しよう～を開催しました（報告） 

令和４年 10月   
農 政 課 

 
令和４年 10 月７日（金）に京都府立大学食保健学科の学生を対象にカフェインについての

リスクコミュニケーションを開催しました。 
 

 

１ 日 時  令和４年 10月７日（金）13時 15分から 16時まで 

２ 主 催  京都府、内閣府食品安全委員会 

３ 連 携  京都府立大学松井元子教授（きょうと食育ネットワーク代表）、吉本優子准教授 

４ 参加者  24名（管理栄養士等を目指す学生） 

５ 内 容   
（１）話題提供  

「食品安全の基本とカフェインの安全性について」 
   講師：内閣府食品安全委員会事務局 リスクコミュニケーション官 藤田佳代 氏 
（２）グループワーク 

テーマ：「カフェインを摂る際に知っておきたいこと」について、 
同世代の若者に効果的に情報発信するには？ 

内 容：発信方法と内容を考え、発信するコンテンツを作成し、発表 

【グループワークで学生が考えた発信方法】 

YouTube 広告、Instagram 広告、instagram 投稿、大学生協のカフェイン飲料コーナーに掲示 

【グループワークで学生が作成した発信コンテンツ】 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 参加者アンケート結果（回答率 100％） 

【参加者の満足度】       「十分満足」、「ほぼ満足」         100％ 

【食の安心・安全への理解促進度】「とても理解が進んだ」、「理解が進んだ」 100％ 

【参加者の感想】 

● カフェイン飲料があまり身体に良くないということはなんとなくは知っていたけれど、どのよ

うに良くないのか、なぜ良くないのかということを詳しく知ることができました。正しい情報

を理解して、食と関わっていきたいと思いました。 

● 受け手の立場に立った食の情報の発信方法について考えることができました。 

● リスクコミュニケーションというと難しいイメージだったけれど、グループワークで話し合いなが

ら楽しく進められました。 

７ 当日の様子

話題提供の様子 きょうと食の安心・安全ヤングサポーターの養成講座を併催 

グループワークの様子 

発表の様子 


